
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2019年7月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

投資環境見通し（2020年8月）
外国株式相場は強弱材料が交錯し、方向感に欠ける展開
外国株式相場は、新型コロナウイルスの感染再拡大に対する懸念が広がる中、実体経済の回復には当初の
想定よりも時間を要するとの見方が強まっていますが、各国中央銀行による異例の大規模金融緩和や財政
支出による流動性供給を背景に、下値を切り上げる相場展開が続くことも考えられます。また、米国企業
決算が事前の予想以上に堅調なことや欧州経済の改善期待が高まっていることもプラス材料と考えられま
す。一方、米国では景気回復ペースが鈍化しつつある中、失業保険特別給付が満額で延長される可能性は
低いとみられ、議会内での合意内容次第では、個人消費の下振れが懸念されます。外国株式相場は強弱材
料が交錯し、方向感に欠ける展開を予想しています。

6.59%

S&P500種株価指数 3,397.16 0.72% 4.29% 1.78%

NYダウ 27,930.33 ▲0.00% 4.06% ▲3.66%

先週の米国株式市場は、S&P500種株価指数は上昇し、NYダウはほぼ横ばいとなりました。
米国与野党の追加経済対策の協議難航、米中協議の延期、金融緩和策への期待の後退、強弱ま
ちまちな経済指標の発表などが警戒されましたが、大型ハイテク企業が上昇し市場を支えまし
た。
欧州市場は、ユーロ圏ＰＭＩ（総合購買担当者指数）の悪化やEU（欧州連合）・英国の通商協
議難航などが警戒されて下落しました。

（期間：2019年7月31日～2020年8月21日）
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マーケットの動き（2020年8月17日～8月21日） 米国株価指数の推移
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主要国株価指数の推移
（期間：2019年7月31日～2020年8月21日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202008_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

16.16%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
8月21日
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